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鉱物徒然草(1)

鉱物の種類

現在までの知られている鉱物の種類はどの位であろう

か.これをクイズとして出されるとたいていの鉱物

学者はお手あげである.だいたい鉱物の種類というも

のが勘定のしかたによってか汰り違ってくる.たとえ

ばざくろ石や電気石を1種として計算する場合とこ

れを各端成分にわけて計算する場合ではそれだけでも

十数種ちがってくる.また斜長石を曹長石灰曹長石

中性長石曹灰長石亜灰長石灰長石の6種に分ける

ことが現行であるがこれを曹長石灰長石の二端成分

のみ種として認めるか6種とも認めるかでまた総計が

異なってくる.頑火輝石と紫蘇輝石もこの2種とする

か中間の古銅輝石を生かして3種とするかいっその

こと全部を斜方輝石として1種とするか人それぞれの

考えによるのでまずもって種の基準を定めたければ正

確な数字がつかめない.燐灰石類しかり柱石類しか

り組分と細分では総計に相当の開きがおきるのは自

明の理である.

現在国際鉱物連合(Intemationa1Minera1ogica1A-

ssodation以下略してIMA)では固溶体をたす二成

分系ではお互いの分子が50%のところで切って中間

種はいっさい認めないということを決定している.そ

うなると鉄マンガン重石等という大看板は独立種と認

められないことになるが一般にはそのまま一人前で通

っているところを見ると既往にはふれないことにして

あるのかあるいはこの石の別名狼鉄鉱の名に免じ
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一匹狼として体制外においてあるのかも知れない.

だいたい50%のところで分けるのは全く機械的な処置

にすぎず完全固溶体と考えられるAとBでAは光学

性正Bは光学性負のことカミしばしばあるが正と負の

転移点が必ず50%のところにあるわけではない.

その他のことを考えても50%が境というのは単なる便

宜的な取り扱いであることがわかる.しかしそうい

うとがめだてをしていてはきりがたいのでここは一応

IMA方式にしたがい中間種の中で従来から用いられ

ている重要な種のみを残しまたざくろ石電気石燐

灰石はそれぞれの端成分を1種として計算するとだい

たい2,400種前後ということになる.これは生物界の

昆虫や貝の種数にするとはなはだ少たいといわねぱた

らない.ちたみに貝は世界全体で約105,O00種日

本産だけで公称6,200種未多種を加えれば優に10,000

種をこすであろうといわれている.

しかし最近は学術の進歩に伴い精巧た機械類が次

々に作成され研究の方法も微に入り細にうがって来た.

いやむしろそれらの機械がつくられたので学術が進

歩したといってもよく人間の頭脳などは昔も今もそ

うたいして違いはしたい.私のようだ旧式な人間にい

わせれば自分で考える力は昔の人の方がすぐれていた

のではたいかとさえ思われるのである.

現代人の特典は有能な機械類を自由に駆使して先

人のだし得なかったことを迅速かつ容易に放し遂げると

ころにある.従って半世紀以前には新種の増加とい

うことはきわめて少なかったがこの数年の間IMA一
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の新鉱物委員会が検討し新種と認められたものは相当

に多い.16頁の表は昭和37年から昭和45年までの間

IMAの新鉱物委員会へ直接提出しその審査を経たもの

とこれと関係なく他へ発表されたものをIMAでとり

あげ検討したものの承認数否決数を示したものである.

これに反し種の減少とくに独立種としての根拠に

乏しく変種または亜種として取扱った方がよいものに

ついては次のような場合がある.

(1)IMAカミ採用した各分子50房に境をもうけその両

側を独立種と認め中間成分はその境のいずれかに

あることで端成分の亜種とする方式のため独立種と

しての資格を失ったもの(たとえばサｰラ輝石だと).

ただしこの方式には例外があることが認められる.

透閃石(Tremo1ite)と鉄閃石(Ferroactino1ite)カミ

端成分であり透緑閃石(陽起石)(Actino1ite)は

中間種に過ぎたいが造岩鉱物としての重要性は鉄

閃石に比し透緑閃石がはるかに大で分布も産出も

大きいため透緑閃石を一つの種と認めている等その

一つである.鉄マンガン重石もその一例であろう.

(2)特殊な元素をふくみそのため独立種とされていた

がその元素の量カミ値の主たる成分元素を上回ら

ぬため独立種としての根拠か乏しく亜種に格下

げされたもの(たとえば苗木石や恵那石だと)

(3)2種の混合物を誤認してつけられた名が検討の結果

混合物と判明したもの(たとえば野木沢石だと)

(4)従来のデｰタが誤って用いられ検討によりそのこ

とカミ判明したもの(たとえば大電硫黄だと)

(5)そのほか検討の結果独立種としての可能性が乏し

く亜種または変種とするか思い切って他の種名

のシノニムにおとした方がよいと考えられるもの.

(6)古い記載のみでその後の産出なく検討の機会に恵

まれずかつその記載なり産出に疑義を生じたもの.

次に現在IMAで承認したような正規の新鉱物のほ

かに増加が考えられる鉱物種に多型と混合層鉱物があ

る.ここでこの2つを説明することを省くがその昔

ただ1種の鉱物と考えられていた蛇紋石カミクリソタイ

ノレ(広義の)とアンチゴライトに分かれたのはそう古いこ

とではたかった.それが現在ではクリンタイノレが斜

方型と単斜型に分かれアンチゴライトも斜方型と単斜

型に分かれさらにリザｰド石が加わって5種と放った.

その上合成でつくられた六層オノレソ蛇紋石(Si及ユayer

ortho･hexagonm)も天然に産しわが国でも数カ所で

見出されている.金剛石4型石墨の2型肢どは紫

外線とかX線とかによってはじめてその区別を知る相

違でありこれらを一々独立種とすることにはいささか

抵抗がたいでもたい.測角による形態でも外観でも

ほとんど異なるところのない珪灰鉄鉱がX線の回折線の

わずかな一しかし重要な一連いから斜方晶系と単斜晶

系に分けられるといわれても私共にはピンとしない.

磁硫鉄鉱でも他にわずかに鉄と硫黄の比を異にする単斜

晶系の磁硫鉄鉱や鉄と硫黄がほとんど等比で磁性を

欠くトロイリ石(Troi1量te)等似て非なものカミありそ

れ等を一つ一つ独立種として対等に扱うことは他の鉱物

間の関係に化すると何だか肩身が狭いような気カミする.

こういう多型またはそれに類似する関係のものを今後

どう取り扱うかが一つの問題であろう.

さらに私共アマチャにとって厄介たのは混合層鉱物と

よばれる一群の粘土鉱物である.二つあるいは三つ

の鉱物種がきわめて薄い超顕微鏡的の層をたしそ

れが特定の型式をもちつつ正しく重り合ってできた鉱物

で各層はX線によらぬ限りは認められず従ってこの

特殊た集合は一つの別た鉱物と考えられ従来は独立種

として取り上げられて来た.コｰレンス石しかりス

テベンス石しかりまたトｰズタイト(私はこのものに

須藤俊男伝に因み俊男石の和名を与えた)またしかりで

ある.しかし今後この種の混合層鉱物はどしどし見

出されるであろうし各層をたす鉱物の種類は限定され

ていてもその組み合わせとつみ重りの型式は種々様々

に異なりこれらを独立種としたらおおげさにいって

標火輝石(Enstatite)岩手県下閉伊郡川井村道又�
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初代地質調査所長和田維四郎

C等の頭文字を積み重ねの型式によってならべ

ばABとかABCとかAABとかCABとか

も窮余ではあるが一策である.

進歩して行くにしたがい

はだ不本意な表現もがまんして使わねばならぬ時代が

早々に来るかも知れたい.

無限の種を作り出す可

能性さえ生じてくる.

IMAにおいてはこれら

の多型や混合層鉱物の

名称の取り扱い方につ

いて統一を計るべく乗

出したときくがこれ

らを表現する手段とし

て生物のように二命

名法を用いるのも一つ

の方法であろう.=ま

･たABC等の諾鉱

物からたる混合層鉱物

についてはAB

たとえ

表現するの

このように鉱物学が

石を楽しむ人にとってははた

とから始まる.この時和田緯四郎はドイツ部に在学

してその講議をうけ鉱物学を修得したのが日本の鉱物

学の濫膓であり後和田はわか国で鉱物学を確立しそ

の鼻祖とよばれるに至る.

もちろん明治維新以前にも石を好み之を集めて記

述を行肢ったものはあった.その中でも本草綱目啓

蒙や雲根志は正しくは学術書とはいいがたいが一部に

は鉱物に関する正しい知識を収録している｡享保年間

に石亭木内重暁カミあらわした雲根志には木版刷で美しい

錫僚脂(しやくりんじ).(愛媛県市ノ川産輝安鉱)金剛

石(偏菱甘四面体のざくろ石)三稜石(みつかどいし)

(岐阜県赤坂産方解石)だとの木版刷カミあってまこと

にたのしい.この雲根志はわが国における最も古い石

の文献で中には伝説の石など荒唐無稽の記事もあるが

文学的にすぐれたものであり最近地調査所の今井功氏

が解説を付して築地書房から刊行されたのは心楽しい.

雲根志も本草綱目啓蒙も鉱物を科学的には取り扱うすべ

もなく名も現在とは違っているため十分た照合がで

きたいがその中には少たくとも30種ぐらいの鉱物が名

前をかえて登場しているものと考えてよい.

さて話題を前に戻し一応全世界の鉱物種を2,400種

とみたしその中わカミ国にどのくらいの種が産出する

かをしらべてみよう.日本において科学としての鉱物学

は明治6年(1873年)東京に開成学校を開きドイツの鉱

山技師カｰノレ･シェンクをして鉱物学を講議させたこ

明治10年(1877年)東京で第一回の内国博覧会が開催

されるや各府県競ってその所産品を提出しここにわが

国における産出鉱物の全貌カミ明らかとなった.大会終

了後出品物の大部分を東京大学に収容しすでに助教

でありかつ博覧会の審査官であった和田緯四郎が調査

にあたりその結果をまとめて翌!1年(1878年)本邦金

胸

錫÷全農

鰯榛脂

(しやくりじん)〔雲根志165Pから〕

鞭雛鄭

以ぎ顯

紬ふ奉

;稜有〔雲根志5⑪9Pから〕�
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石賂誌として刊行した.これが日本産鉱物の種類を筋

目立って調査したはじめでこの書に記載されている邦

産鉱物は石炭石油の類をも含めておよそ80種に達して

いる.明治12年(1879年)工部大学校に教鞭をとって

いた英人ジョン･ミルンは在任中同本各地を旅行して

多くの鉱物を集めこれに加えて工部大学収集の標本や

内国博覧会の出品物を調査して帰国後Tbe皿inera1o-

gica1皿aga･ine第3巻に日本産鉱物のリストを発表した.

これによれば77種カミあり中火号の石炭を入れると78

種にのぼる.しかしその中に疑わしきものとして?

をつけた種カ主8種あり鋤輝石(Spodu㎜ene)トルコ石

だとが含まれている.この2種は未だ国から見出され

てないから何かを誤認したものらしい.

明治32年(1899年)東京帝国大学教授神保小虎は理

科大学記要第11巻に日本鉱物略記を草したがこれにあ

げられた冒本鉱物は126種にのぼり石油石炭類は

省いてある.すでにこの頃には鉱物の研究も進みこ

んたものがその頃から知られていたのかと思われるよう

な種一だとえばイリドスミンマチルダ鉱脆銀鉱毒

重土石ダンブリ石フェルグソン石スコロド石等カミ

ｰ邦産鉱物中に名を連ねている.

明治37年(!904年)和田維四郎によって日本鉱物誌

(初版)が刊行されここで日本産鉱物総合記載の体系か

確立されたがこの書に載せられたものは131種で記

載するほどの価値が淡いため省いたものを加えると!50

余種に及んでいる.この書の序によると和田は明治

35年閑職になったのを寿機とし自己の採聚した標本

の整理を行ない其際査察した結果を録して日本鉱物誌

と題し世に公にしたとある･すなわち目李鉢物誌は

実物があってそれを基として記事ができたのぞ'最近

のように他の文献をあつめて作られた総合記載とはその

成ヰちを異にしていることが解る｡.その記載の基とた

った標本は現在三菱鉱業研究所に収められている相田

標本のことは周知の通りである.また序の終わりに貴

重な鉱物を寄贈世られた諸藩を列記し謝意を表すとて

102人の姓名カミ列記されてあるがそれ等の方々は単に学

界の有志ぱかりでたく朝野の名士あり貴紳ありそ

燐灰石(Apatite)

水晶と共出神奈

川県足柄上郡山北'

町玄窟

輝安鉱(Stibnite)愛媛県西条市市ノ川鉱山

婁㈱

硫枇鉄鉱(Arsenop加te)大分県大野郡緒方町

尾平鉱山�
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の大半カ掬名の人である.和田白身が大学教授を振出

しに地質調査所の初代の所長鉱山局長製鉄所長官

等の顕職を歴任した高官でありその交友は上下を問わ

ず給ねかったと思われるがさるにても明治のこの頃は

官僚政治家実業家学者が鉱物に対し大なり小た

り関心をもって和田の業を支援していたことが窺われる.

方解石(Ca1cite)双縄Ch搬醐hua,MEXIC0

これを現代に化する時は自己の権勢を計るに汲々たる政

治家急がず休まず働かざるの官僚エコノミック･ア

ニァルと誇られる実業家があまりにも多く鉱物などに

関心をもつ専門家すらすくないのをなげくのみである.

閑話休題明治時代を終えわが国は国威伸張台湾

穣太朝鮮と領土は拡カミりその地に産する鉱物を併せ

多くの種が増加した.大正5年(1916年)あたかも

和田維四郎の還暦に際しその門弟たる神保小虎滝本

鐙三福地信世の3名は日本鉱物誌を増補改版し華甲

の祝意を表した.2版に所載するところの日本産鉱物

は台湾樺太朝鮮の産を含めて197種でそのほか未

確認種9種が加えられている.またその中には大屯硫

黄北投石苗木石だと日本人の手によって記載された

新鉱物もありわが国の鉱物学の進歩を示していたが

残念なカミら現在では大屯硫黄はべ一夕硫黄後の同質仮

晶となり北投石苗木石もまた亜種として残存してい

るに過ぎない.

大正末期より昭和に入るにしたがい鉱物種の増加は

著しくとくに大東亜戦争勃発以後は資源探索に伴って

多くの本邦新産鉱物が見出されたがこれらを総合する

方解石(Ca1cite)

山形県東田

川郡朝目村大泉鉱山

あられ石(山さんご)(AragoniteF1osfeπi)茨城県久慈郡大子町塩沢鉱山�



一21一

仕事はあまりなされたかった.終戦後台湾樺太

朝鮮等の領土を失いこの地域にのみ産していた鉱物種

が邦産鉱物より脱落したため若干数の減少をみた.

昭和22年(1947年)伊藤貞市桜井欽一は日本鉱物誌

を改版し珪酸塩鉱物を除く部分を3版上巻として刊行

したがこれに収録されたものは196種で中未確定

種は20種に及んでいる.下巻は遂に刊行されなかった

がその原稿によればおよそ!30余種が掲載される予定で

あった.その後X線回折計が利用されはじめ粉末

回折線による鉱物の検討カミ迅速精確に行なわれまた

電子線マイクロアナライザｰによって従来不可能であっ

た微量の鉱物の分析カミ容易とたったため鉱物種の同定

は画期的な飛躍をとげ続々と新産の鉱物が発見確認

されるに至った.またこれにつれわが国より見出さ

れた新鉱物もしばしば登場した.これには国立科学博

物館の加藤昭目本懐物趣味の会の益富寿之助たらびに

筆者等がその仕事に不断の熱情を傾1けまた各地の専門

家同好者が労をいとわず試料資料を提供したこと

がその大きな起動力となている.事実地方の愛好家

から鑑定を依頼され卒中に思もかけず本邦初産の鉱物が

混っていることがすくなくなかった.

さて桜井はかねてより伊藤貞市の指導のもとに日本

鉱物誌(4版)の編集に従事していたが種々の事庸で

その刊行が延びておりその中間報告の意味もあって

昭和36年より昭和38年(1962～1963年)にわたり地学

研究誌上に｢日本産鉱物の種類｣を連載し未決定種をも

含めて584種を列記した.

昭和46年(1971年)鳥取市在住の中野知行はこの年

東京で日本懐物趣味の会主催地学研究全国大会が開催

されるにあたり日本産鉱物の種類をまとめて｢日本鉱

物総覧｣として参加者に提供した.この書は桜井によ

って編纂されその収録するところの種は追加種や石油

石炭類を加えて662種このほか未確定種が27種ある.

1978年本邦金石崎誌の80種に始まりわずか100年

にみたぬ年月の間に662種にふくれ上った日本産鉱物

の種類は今後の研究探索によってさらに多きを加え

ること必定であり現に日本産鉱物総覧以外幾許恋経ぬ

のに2種の鉱物が邦産に加わっている.

わカミ国は国土狭少ではあるが地質はきわめて複雑で

面積の割には鉱物種に富みその比率はおそらく世界で

一二を争うものであろう.愛鉱家にとってはまことに

染み狂ことではある.

桜井欽一氏略歴

･大正元年東京都神田区連雀町(現千代田区神霞須田町)に生まる

･小学生の頃より鉱物収集に興味をもち東京大学の鉱物学教室にて鉱物

学を勉強する

･収集した撰本…ま桜井鉱物陳列館に展示日本の鉱物標本の代表とされ

内外の見学者を集めている

･日本鉱物誌ほか多数の著書.論文がある

･国立科学博物館地学部嘱託無名会会員目本鉱物趣味の会々員.

･老親島料理rぼたん｣主人(三代目)

･昭和39年紫綬褒賞受賞

籔鰯饗

宴棚

石膏(Gyps皿m)山梨県南巨摩郡中富町夜子沢〔注標本はすべて桜井氏所蔵のもの〕�


